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研究テーマ（発表タイトル） 

違法ダウンロードを減らすためには 

 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

 違法ダウンロードを減らすためにはどのような要因が関わっているのかを統計的に明確にすることである。 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

現在、日本における音楽市場では、音楽配信の売り上げは、2005 年時点で 4,500 億円に達していたが、2017 年には

2,893 億円と長期的に減少傾向にあることがわかる。それとは対照的に違法ダウンロードは増加傾向にあり、違法ダウンロードが

音楽収入の急激な減少に関係していることがわかる。 

３．研究テーマの課題 

「違法ダウンロードを減らすためには」というテーマにおいて、その要素となりうるファン心理、罪悪感、忠誠心などの先行研究は

見つかった。しかし、このテーマに特化した先行研究は見つからなかった。したがって、違法ダウンロードを減らすための具体的かつ明

確な要因は明らかになっていない事が課題である。 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など） 

 違法ダウンロードを減らしていくためには、どんな要因が関わってくるのか明確にする必要がある。その要因として様々なことが感

覚的に予想できる。しかし、その要因があれば本当に違法ダウンロードが減っていくのか予想だけでは不十分である。したがって、今

回は統計的な分析に基づく、信頼性のある違法ダウンロードを減らすための要因を明確にした。 

５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

① インタビュー調査 

アンケート項目作成のため、大学生を中心に５４名にインタビューを行った。 

② 先行研究レビュー 

アンケート項目作成のため、インタビュー調査から出てきた要素を裏付け、補填するための先行研究レビューを行った。 

③ アンケート調査 

日本在住の１５歳から８０歳の男女 110 名にアンケートを実施。有効回答は 110（100%）であった。 

④ 統計分析 

統計ソフト（SPSS）を使用し、因子分析を行った。 



６．結果や今後の取り組み 

  違法ダウンロードを減らすための要因としては、「利便性の欠如」「対象への好意的感情」「周囲からの視線」の３つが抽出さ

れた。上記のように、違法ダウンロードを実施しないための要因を、統計的に明確にすることに成功した。しかし、この要因をどのよ

うに違法ダウンロードを減らすために活用していくのか。その具体的な解決策を提示していきたい。 
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●パワーポイント内に動画を使用されている場合、動画を使用しているスライドのページをご記入ください。 

 

 

 

●発表時に使用する成果物 （例．商品化した●●、店舗で配布したパンフレット、調査に使用したアンケート） 

 

 

【企画シート作成上の注意】 ※「第 10 回 西日本インカレ（合同研究会）大会参加要項」も合わせてご確認のうえ、企画シートの作成を行ってください。 



・本企画シートは審査の対象となり、予選会・本選の前に、審査を行っていただく大学教員・企業の方々に事前にお渡しいたします。 

・本企画シートは、「日本語」で書かれたものとし、1 チーム・1 点提出してください。また、翌年３月に公開予定の「日経ビジネス電子版」にリンクされた特設サイトに掲載されます。 

・本企画シートの項目に沿って、ご記入をお願いいたします。各項目に文字数制限はありませんが、1~7 以外の項目を追加することは「不可」とさせていただきます。 

・本企画シートは、作成上の注意を含め、4 ページ以内に収めてください。事務局から審査員に渡す際は、A4 サイズでプリントし、4 ページ目までをお渡しします。 

・大会参加申込み時点から、チーム編成の変更（チームの人数・交代など）は、｢不可｣とさせていただきます。ただし、チームメンバーの留学等やむを得ない事情でチーム編成に変

更が生じる場合は、西日本インカレ事務局にご連絡ください。事務局より手続きについてご連絡をさせていただきます。なお、参加申込書提出時からのチーム名変更は「不可」とさせ

ていただきます。 

・商品写真、人物写真、音楽などを掲載・利用する場合、必ず著作権、版権の使用許諾を得てください。日経 BP 社・日経 BP マーケティングは一切の責任を負いません。 

・書籍や新聞等の文献から引用した場合は、出典先（使用した文献のタイトル・著者名・発行所名・発行年月など）を明記してください。統計・図表・文書等を引用した場合も同

様に明記してください。また、Web サイト上の資料を利用した場合は、URL とアクセスした日付を明記してください。 

・発表時に使用する成果物がありましたらご記入ください。記入がない成果物は大会当日使用することができません。また記入いただいた内容について、事務局から代表者の方に確

認をさせていただく場合がございます。 

・電話番号や住所などの個人情報は記載しないでください。 

                                                                                                         

↑ここまでを 4 ページ以内に収めて、提出してください↑ 

 


